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改良型大気周縁分光計(ILAS)で観測された両極での極成層圏雲(PSC)の発生頻度

と空間スケール

Frequency and spatial scale of the Polar Stratospheric Clouds observed with ILAS over

both polar regions
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A D E O S搭載の改良型大気周縁分光計( I L A S )は1 9 9 6年8月に打ち上げられ、 1 9 9 6年1 1月に定常運用を開始し、
1 9 9 7年6月3 0日まで観測を続けた。I L A Sは両極の上空で運用期間中多くの極成層圏雲（P S C）を観測した。1 9 9 6年
1 1月と1 9 9 7年３月の間に北極上空で、1 0 0個以上のP S Cプロファイルが得られた。ほとんどのP S Cの発生はN A T温
度以下で起こっていた。また、1 9 9 7年6月には、南極で多くのP S Cが観測された。P S Cの時空間スケールを調べる
ために、ILASデータといくつかの気球搭載機器およびライダーでの観測とを比較した。

A D E O S搭載の改良型大気周縁分光計( I L A S )は1 9 9 6年8月に打ち上げられ、 1 9 9 6年1 1月に定常運用を開始した。
I L A Sは両極の上空で運用期間中多くの極成層圏雲（P S C）を観測した。1 9 9 7年の北極冬季に観測されたP S Cは３月
中旬まで引き続き観測された。1 9 9 6年1 1月と1 9 9 7年３月の間に1 0 0個以上のP S Cプロファイルが得られた。１月、
２月には、P S Cは高度約２３k mで、グリニッジ子午線上空付近で最も多く観測され、３月にはもっと東よりの東
経１２０度付近でより低高度で観測された。各高度毎、１０日毎にP S Cイベントの数を全観測数で割ったものを
P S Cの発生頻度確率と定義した。発生頻度確率の最大値は１月中旬に得られた0 . 5であった。ほとんどのP S Cの発
生はN A T温度以下で起こっていた。P S C発生場所の移動は極渦と低温域の移動に密接に関係していた。1 9 9 7年6月
には、A D E O Sが太陽電池の故障で停止した６月３０日まで、南極で多くのP S Cが観測された。P S C分布の時間・
空間スケールについて議論するために、I L A Sデータをいくつかの気球搭載機器およびライダーでの観測と比較し
た。


